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ク ラ ー ク ソ ン 著 「前工業化イソグランドの

経 済 1500-1750」t

第 3 享 農 業

L . A. Clarkson, The Pre-Industrial Economy in England, 1500-1750  

(B. T. Batsford Ltd., London, 1971, pp. 268)

大 貫 . 朝 義  

酒 旧 利 夫

農産物に対する需要

て， また家畜用飼料として用いられた。しかし，その

主たる用途は，〔なんといっても〕i S l i i 髮

1750年以前においては，戲業は，イングランド人に 

よって消費される殆どすベての飲食物及び工業で使用 

される原村料の大部分を供絵して、た。農産物商品に 

対する需要は，前工業化イングランドの農民に市場向 

生産の機会をもたらしこの時期を通してますます多 

くの農民が市場に引き寄せられていった。〔勿諭,；）た 

だ家庭-内消費だけを目的として作物を生まする農民は, 
いつの時代にもみられた。しかし農榮 :〔生産;)に占め 

る己消費部分の割合は決して高いものではなく，た 

と先それが〔貨幣〕地代を支払う必要から換金作物の栽 

培を杂儀なくされたためであったとしても，市場から 

完全に遭断された農民は殆どなかったのである。当然 

のことながら，すべての農民が主として農場での消費 

を目的として，特定の作物を生産した。家畜及び 

蘭農製品が販充を1-3的として生産される牧畜地域にお 

いては，穀物は家庭内消費；mこ栽培された。〔しかし；） 

他の地域では， 農作物は市場向けに栽培され， 1 ,  

2 頭の乳牛が農民にバターとミルクを供始するために 

飼T !された。1500 ^̂「ニから 1750ゴPまでの問のイングラ 

ソド農業がイすしていた里本的に商業的な性格は，俄近 

までアフリカやアジアの多くの地域で広沉にみられた

給足的農業と鋭、対照をなしている。

穀物は前工業化イングランドにおける般も10：要なホ 

場向農遗物であり, 穀物の中でも大'変が般もIR要であ 

った。大変は小麦よりもヨリ大きな適Jtお力をおし a  

リ広範Wiの‘土壤と気象条仲に適した作物であった。そ 

して，大爱は贫民のバンの原料用穀物bread -cornとし

造業であった。1500年から1640年までの間の公設市場 

において取引された穀物の約半分は大麦であり，更に 

3 分の1 力';大麦から製造される麦芽であった。取引に 

占めるこの大麦の優位が小麦にとって代わられたのは， 

18世紀も遥くなってからのことである。18世紀以前に 

は，オート爱は恐らく小麦よりも広机に栽培されてい 

た。オート麦はイングラソド北部の寒-冷多湿な士壤で 

よく育ち，オートミ一ルやパン，更には爱芽製造にも 

用いられた。イング，ラソド南部では，オート麦は家畜 

の飼料とされた。ライ麦もまた療せた土壤で栽培され 

たが，ライ麦だけで播種される場合もあり，人々や家 

畜の消費のために小変と混ぜて『マズリン』‘ mas]in， 

として揺種される場合’もあった。1700年以前には，小 

まは多くの地域で播種面稍の僅少部分を占めるに過ぎ 

なかったが，比較的高価で販売されたため多くの農民， 

にとって価値ある収入源となっていた。

牧畜地域では家畜が市場向けに飼育される一方，

畜産物----- 肉， ミ.ルク，バタ— 一 ■が大きな農場収入.

源をなしており，17世紀後期には，.両者を合わせた価 

値は恐らく激物の価値を上回っていた，これらの商品 

に対する需耍は穀物に対する需耍よりもヨリ弾力的で 

あり, 従って実質所得が上界しつつあった17世紀後期 

には，これらの商品は一層ffl要なものとなった。家畜の 

別産物もまた，極めてffl要な収入源であった。羊毛•は， 

何世紀にもわたってTfi場向生座物でった。17世紀末 

には，市場にもたらされた竿-15の生産額は，牧畜地域 

で恐らくギに2 0 0ガボンドにのぽったが，この額は小， 

まの生廣額にはぱ相当するものであった。しかし羊
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毛のために他の副産物の21耍性が見失われるようなこ 

とがあってはならない。イングランドのなめし皮製造 

業者によって用いられた獣皮Wdes and s k in sの価値 

は，1720年代には年に5 0万ポソドから6 0ガポンドに 

のは*った。獣脂は石臉及び嫩燭の製造業者に売られ， 

毛は左官やペンキ屋によって用いられ，骨はニ力ヮに 

加工された。 〔同じく〕励物の遊物である肥料は，販 

売を目的として生産されることは通常なかったが，多 

くの農民にとっては最もIB要な副産物であつた。

すべての地域が，それぞれの特産物を有していた。 

殆どどの地城でも，穀作を主とする場合でさえも，時 

には落木を服売することによって僅かながらも収入が 

もたらされた。そして森林地域においては， 薪 ，建 

築用木材，タン皮が重要な収入源となっていた。その 

他の地方特産物としては， 亜麻，麻，大Itw oad, ク 

tcルド w e ld ,あかねm adder,サ フ ラ ン saffron ,チー 

ゼル teaselといった織物用原料，食卓に供せられる果 

実と野菜，ホップ，家愈，鬼などがあった。以上に加 

えて，すべての農民が市場向けではなく家畜の飼料用 

に，牧草，.，，.飼料作物 fodder and forage cropsを栽培 

していた。

1500年から 1750ィまでの間に，濃産物に対する国 

内需要が増大した。この需耍増加の盛盤となったもの 

は，都市化を件った人口の増大であり，また市場で货 

料を購入しなければならない賞銀労働者層の増大で 

あった。 ロンドンは最も目覚しい都市の成長の事例を 

なしており， ロンドンの人口は1500年の 6 万乃至6 

万から， 1750^[んには6 7万 5 千にまで塘加して，当時 

におけるヨーロッパ最大の都市となっていた。 ロンド 

ンの食料需要は，あ !^ゆる地域に向けられた。当然の 

ことながら，ホーム.カウンティーズが主たる食料供 

給地であり，とりわけ果実，野菜， ミルク，バター，

子中の肉，子羊の肉，牛肉，ベーコン，腺肉，家禽類 

の肉といった腐敗しやす '̂ 、食物につ '/、ては，そうであ 

った。 しかし首都ロンドンの人ロが墙力ilするに伴 '/、, 

その需要はイングランドの更に遠隔の地にも向けられ 

るようになった。 しかしロンドンが特別な意味を有し 

たのは，ただその人ロ増加の絶対的な大きさにおいて 

のみ でった。バーミンガムの人口は，16世紀中葉の 

2 千以下から2 世紀後の3 万から 5 万の問へと，比率 

の上ではS リ大きな増加をみせた。バーミンガムの発 

诚は，マンチ スターやリヴププールといった他の非 

特権都市 non-corporate tow nsもまた急速に発展し〔つ 

っ っ 〕 た 17世紀末及び18 iLI:紀前期に，特に顕著

であった0 しがし古、、起源をもつ都市old-established 

tow nsの人口もまた，イングランド全体の人ロよりも 

急速に増加した。16世紀中葉から17世紀中葉までの間

に，ウースタ 夕セタ チィヴァートン，プリマ

スを舍む，イングランド西部のいくつかの都市の人口 

は，それぞれ倍増した。ノッチィンガムの人口は1660 

年から 1740年までの問に2 倍となり， プリストルの 

人ロは 1 8世紀前半に5 方から 1 0万へと増加した。曾 

てイングランド第二の都市でったノリッずでさえも， 

1 6世紀前期から1 8世紀中葉までの間に人口は1 ガ 2 

千から5 万 6 千へと4. 5 fさに増加した。

1 6 世紀の前期には，都市人口の恐らく 50 % 乃至そ 

れ以上が賞銀労働者であり，食料の供給を市場に依存 

していた。農村地域においても，土地を殆ど，或いは 

全く持たない多く 'の人々が蒋在した。16世紀後期及び 

17世紀前期の農村人ロの4 分の 1 から3 分の 1 力:貧銀 

労働者であ !?，17世紀末までにはその比率は恐らぐ2 

分の 1 にまで達した。質銀労働者の多くは農場労倒)者 

として働き，残りの者は農村工業に雇i f された。いず 

れにしても，彼らは食料を自給しえず，必需品を購入 

しなければならなかった。

愈料消費者層の増加は，個々人の購買力水準の変化 

との関連において考察されなけれぱならない。1650年 

以前には，人口は農業生産よりも急速に塌加しその 

結果，食物価格は賃銀よりも急速に上昇した。このた 

め，賞銀労働者〔従って，食料購入者)層の増大は，それ 

に見合っただけの食料需耍のポ;加をもたらさなかった。 

しかしながら，甚本★料品に対する需要は所得に対し 

て非弾力的な傾向にあるため， 1 人当りの食物消費 

〔量〕は実質所得の低下ほどには減少し'なかった。勿 

論，人口の大部分は，賃銀以外の収入源から所得を得 

たのであり，1500年から 1650年までの間にこれらの 

人々の購買力が低下したことを示唆するような証拠は 

始どない。全体としてみると，1 6 世紀及び1 7 世紀前 

期には，質銀労働者の購買力の低下にも拘らず料に 

対する総需要が増加した。1650年以If-には，变質賃銀 

力，、上界した，16世紀には農業生産力が増大してきてお 

り，1650年以降には人口増加の速度が纯化した。17世 

紀後期及び18世紀前期には，穀物価格の長期趨勢は下 

落 傾 向にり , 同時に労働に対する需耍は増加しつつ 

i った。 しかし，1S世紀前期の穀作農民が不況につい 

て不平を池らしていることから判断すると，この購買 

力の湖加は敷物沿費を增加する方向にはあまり向けら 

れず， ミルク* チ一ズ, バター，，肉，果爽の生産者*の
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もとにおける需耍の増大をもたらしたのである。

1500年 か ら 1750年までの間には，工業生産物に対 

する需要もまた増加し，羊毛，麻 , 亜麻，染料，獣皮 , 

獣ガti，木制といった '原 材 料 に 対 する関連ま要 derived- 

denianidを生み出した。 この需要の幾分かは輸入の增 

加によって満たされたが，大部分はH 内生産物から供 

給された。牧畜農民は，ミrぅ織物となめし皮に対する需 

要の増大によって ’ とりわけ利益を得た。なめし皮の 

産出高の優に半分以上が長靴や短靴のような基本的な 

消 貧 財 製 造 に 向 け ら れ た か ら ，獣皮に刘■する需要は 

はぽ人 P 墙大曲線に並行して動いた。他の原材料に対 

する需 51 ホ増加については,ただ印象的な事まを举げ  

うるのみである。人ロ増大によぅて生み出された必要 

は，薪，建築用木材に対する需要を刺激し， これらの 

原材料の地域的な不足を生ぜしめた。 しかしながら，

この不足は一般的なものではなく， 17世紀の末までに 

は雑木林から工業用原材料が供:給されつつあった。実 

際，雑木林の開懇が広讯に行われたため , 1720年代及 

び 1730年代までには.， イングランドの幾つかの地域 

で木材の過剰生産について苦情がきかれるに至った。

イングラソ ドの農場生産物に対する国内需耍は，クト 

11からの需要によって補足された。羊-ち及び毛織物は 

中世以来大量に輪出され，毛織物輪出水準の恋動ぱ，

最等地において専:ら羊毛生産を行うべきか否かが決 

定されるうえで， 恐らく或る賴度の影響力を有してい 

た „ 他の農作物は，極く少量が輪出されたのみであっ 

た。 16世紀には，少量の敷物が船積輪出された。穀物 

輸 出 は 1 7 世紀初期に減少したが， 1700年 以 降 し  

暫ぐの問は輸出贸易全体のなかで重耍品目としての地 

位を占めた。畜産物も少量輪出されたが，主 と し て な ’ ' 

めし皮に加工された獣皮であった。 1660年代になめし 

皮輸出が合法化されたのちには,なめし皮輸出が増大 

したが，それがなめし皮工業産出高の約 10分 の 1 に達 

したことは一 庇もなかった。

供給条件 (1) ：土地とその利用

需耍の堆加に対する股民の対応のあり方は， イング 

ランドにおいて極めて多棟であった士擴と気候の軸質 

によって条件づけられた。イングラソ ド南部の嵐は北 

部の S よりも暖かく，東部の冬は Rg部 の 冬 よ り も 〔寒 

さが〕厳しかった。雨贵は，東部請州に較べて， イン 

グランドの西側及びクCT-一 ルズの方が多かった。土壊 

及 び 庇 土 は ，気 候 よ り も に 多 様 で あ っ た 。以上の

緯果として， ♦ 日でさえも， ’農 業 制 鹿 4には地域に 

よって大きな招違がみられる。 1 6 , . 17世紀においては， 

未発速な交通と慣習の力とが新しい耕作方法の普及を 

制約しまた農民が今日ほどに環境の及ぼす影響を緩  

和しえなかったために，地域的な相違は更に一層顕著 

であった。

前工業化イソグラソドは，気候と地理とによって大 

きくふたつの地域に分けられる。北部と西部には，士 

擴ヵ谏せていて冷涼多湿な気膜のがひろがって 

いた。この地域は牧草栽培地域 'であり，この地域 

で:ijpま的に行われた牧畜農業を支えて、た。商部と東 

部の低地では士壞が一般にョリ肥淡であり，雨量がョ 

リ少なく，夏はョリ高温であった。この地域は，家畜 

よりも穀物生産の比重が高い多様な混合農業を行う穀 

作一牧草地域でちった。イングラソド北東部のティ一 

スマスTeesmouthから南西部のウ：nイマスWeymouth 

を結んだ線が両地域の境界線をなしていたが，この一 

般的な区分に対しては，境界線のいずれの伽でも多く 

の例外がみられた。即ち，北部及び西部では，

や海岸沿いの平地で混合農業経済が営まれ,南部及び 

東部にも家畜及び醋農生産を-主座業とする多くの地域 

が存在した。それにも拘らず，北部及び西部の牧畜地 

域と南部及び東部の混合農業地域との問では，基 本 的 ' 

な稍違がみられた。

サ畜農業は，大きくふたつの類型に分けられる。 ^

^ 地方からスコットランドの境界にまで及び，西は 

湖沼地方に， また柬はイングランド北東部の絮こま

で拡がる北部高地や，ウェールズ山岳地带及びイング
クt スト.★ントリー .ムープン,バスV J- ズ

ラソド南西部地方の荒地には，羊と牛の開放放牧.が

拡がっていた。 〔そこでは）土壊が不毛で,気候が寒 

冷 多 湿 で り , 人家は耕地とM込まれた牧草地とが僅 

かに所在する溪谷低地に银中していた。これらの地城 

のなかには，他地地方の農民に売却するために， 〔肥 

育用の〕痛せた牛の飼-育に特化する地域もあった。牛 

は夏期には高地の放牧地で放牧されたが，冬期には溪 

各に议され，牛舎の中で干草で飼まされた。他方，湖 

沾地方のよちに，苹毛生を主たる r；j的として多数の 

竿が飼われた地域もあった。そとでは，苹は数千照の 

軒:をなして一年中高地で放牧され，鹿Iゆと竿-セのズ0取 

期に限って游谷に弓Iき戻された。もうひとつの牧畜農 

業の類型は，イ ン グ ラ シ ド 西 部 の の 『森 

桃一牧畜』地域 ‘ wood-pasture’ districts及びイングラ 

ンドの南部と}!!；部の一部でみられた。そこでは， 较 

地がそもそも森林地带から直接込まれており，
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^1^1^〕権なくして経営された。 この牧畜農業の主たる 

|；|的は， その牧草の質や市場への距離に応じて，へレ 

フ ォ ー ド シャの溪 ; ^地帯におけるように情‘せた牛の肥 

宵に腊かれるか，成、、は チ シ ャ や サ フ ォ ー ク 高 地 地  

帯におけるようにバタ一やチーズの生産に置がれるか， 

そのいずれかであった。

穀作ー牧草地域は，牧畜地域よりもヨリ多様な様相 

を呈している力 ' ; , イングランド低地地方を縦断する， 

H M , 砂雄 , 砂地，軽ロームが薄い地眉をなした 151斜 

J j i i t , その間に欲まれた溪谷の重士敏との間には，意 

味ある区別を設けることができる。軽土旗は排水が容 

をで 耕 作 し 易 、が，肥沃に保つためには不断の施肥を 

必要とした。 こ 種 の 士 壤 に お い て は ’ 羊 P i込池が

業の頼みの綱』 ‘ the sheet-anchor of husbandry ’ で 

あ っ た と え ば ， ソールズベリ平照^を中心として四 

方に拡がった白 I I 質の士壤では，大 羊 群 が 日 は 丘 陵  

地で放牧され，ま問には耕地に引き戻されて作物栽培 

地 の 問 に 設 け ら れ た 苹 回 込 地 に 入 れ ら れ penned or 

‘ folded，，〔こうして〕 そこには羊の奨が散布された。 

毎 夜 地 の 異 な る 場 所 に 羊 を ffl込むために， 棚力':使 

用された。 口中は， こ の 「夜の仕事」に備えて P?袋を 

满たすために，羊の群れは白亜質の放牧地に戾された。 

小麦と大爱が， 四 輸 作 制 four-course ro ta t io nで共同 

耕作される>耕地に通常作付けされ，市場向けに栽培さ 

れた i

イングラソ ド商部及び:東部のすべての白亜質の士 

壊で， またノーフォクのヒース地やプレックランズ 

b re c k la n d s ,アス コ ッ ト A s c o tや オルクーシ a ット 

A ld e rs h o tのヒース地， 及びその他の療せた土雄の地 

域で，諸糖の羊旧込地がみられた。

溪各り士壤は，非常に肥沃なロームから， 日射を受 

け る と 固 く 處 燥 し 雨 期 に は 水 浸 し に な る 重 く て 耕  

作しにくい粘土 t こ至るまで， 多種にわたっていた。 こ 

の よ う な 士 壤 で m  '制度は非.常に多様であっ 

たが，その殆どが作物栽培と家畜飼育を鼠レき'するもの 

であった。たとえぱ， イングランド南部のコッツウォ 

ルド及びチルターン丘陵から，高 原 地 方 及 び 柬 は  

ヨークシャにまで拡がるミッドラソ ド平野では， 16世 

紀には大部分の士地が耕作されており， 日リ長期及び 

短期の輪作もしぱしばみられたものの，通常はさ輪作

制がとられていた。摸民は，共同耕地に混在する地条 

を所有するか乃至黄借するかしたが，共同で定められ 

た輪作方式に従う限り，自分の地条に栽培したいと思 

ういかなる作物を作付けしようとほ由であった。大變 

が主たる換金作物であづたが，多くの農民が飼料Zflに 

相当量の宜顏. peas and beansを栽培しており，1? 世 

紀にはそれが幾分重要性を増した。この種の土池の耕 

作においては， 1年の休P̂ )が不可欠であった。休閑が 

適切に行われると，その土地は地味を回復し，士壊の 

M f iも改善し，朝̂地の雑草を駆除する効果がfcった。

主たる利書が,農作物の市場向生産に置かれて'^、る地 

域においてさえ，溪谷では家畜が農業制度の重要な部 

分をなしていた。家畜は，肉，^^{農製品及び羊毛の自 

家需要4^満たしたが， とりわけ〔重要なことは〕-,土  

壊を肥沃に保っために必要な肥料を供給したこ'とであ 

った。 ミッドランズめ多くの地域では放牧地が不足し 

ており，休【招地及び収獲後の耕地での放牧権は，その 

土地の耕作者によって用心深く守られて、た。放牧地 

として利f f lしうる土地の面積を増加させようとする試 

みが，絶えず行われていた。たとえば，耕地の中に一 

時的な設けられて千草の収獲乃至放牧に利用  

され，またコIT M プ 力 ;導入されて，暴作物の 

産出高を城ずることなく家畜生産を増大させた。士壊 

と市場条件がそれを許す場合には，耕地が恒久的な放 

牧地に変えられる場令もあった。このようにして， ミ 

ジドランズの一部はその性格において，17世紀にはま 

すます牧畜地域の様相を呈するようになった。たとえ 

ぱ，一世紀前には圧倒的に混合農業地域でちったレス 

ターシャについて， デフォーは1 8世紀初頭に次のよ

r全州が力" IT '襄キスに， とりわ け ァ ノ ぃ ®

韻ィに従ま :しているように思われる。ここでは, 

最もよく肥え太0 た羊や腐がみられ，従ってまた， 

イングランドの他の地域に対する羊毛の一大供給 

源となっているJ。 パり

イングランド低地地力の他の地域では，気候や地 

M や市場機会における相遠が，多様な農業制度をもた 

らした。沼沢地や湿地では，複せた半や肥った家畜の 

飼- # ,及び醋廣製旧,や竿毛の生まのための多くの放牧 

M が有-在した。土壊がとりわけ痛せたところでは，ユ，

法（1 ) E. Kerridge, The Agricultural Revolution, 1957. p. 43.

( 2 ) 下記109 K 及び111贯を参照。
(3 )  W . G. Hoskins, ' The Loicestershiro Farmer in the Seventeoth Century 

1965, p. 165. において弓I川されている。
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2 年間作付けすると再び章地に戻されるといった士地 

ネII用を行う，作付地を漸次交替させる農法のもとでの 

み，農業が可能であった。前工業化イングランドにお 

ける農業について誤りのない"-般化が可能であるとす 

れぱ，それは当時の農業が，画一的な工夫のない農法 

に従う殷業であったという教科書のきまり文句とは甚 

だしく相違したものであった， というととだけであ 

る。農法は, それぞれの地域の士壤, 気侯及び〔農産 

物〕需要といった条件に対勉すぺく適応させられてい 

た。前工業化イングランドにも確かに頒迷で保守的な 

農民は存在したが，階層としての農民が伝統的な慣習 

に従いがちであったとしても，それはそれらの慣習が 

合理的な根拠を有するものであったからである。

ミッドランズにおける1750年以前の農業の特徴は， 

開放耕地乃至共同耕地で農業が行われたことであり， 

この特微は， ョリ少ない程度においてではあるがイン 

ダラソドの他の地域についても妥当する。共同耕地の 

農業の主たる内容は，以下のように示されている。

rまず第一に，耕地と牧草地は耕作者の間で地条 

に分割され，それぞれの耕作者が散在する多数の 

地条を占有する。第二に，耕地も牧草地も，収獲 

後及び休閑期には全兆r布!;，の家畜による共同放牧 

のためにij日放された。このことは，耕地において 

は，春播き及び冬播きの作物が別々の 至 i f  

区で栽培されるように，作付けに関するなんらか 

の規定が守られてし、たことを，必然的に意味して 

いる。館三に，共同放牧地と荒蒲地が存在しそ 

こでは地条の耕作者たちが家畜を放牧し，薪，泥 

炭その他の産物を採集する権利を享受した。

第四に，これらの活動の秩 7f-'は耕作者の银会 ‘

■一-''即ち，マナ敦判所によって  乃至ひとつの

ネす落にふたつ以上のマナが存在したとと ろ で  

は， 村 会 に よ っ て ，规制され( / I  

これらすベての特徴が，必ずしも常に播つていたわ 

けではなかった。サ同権が消液してしまった敗在地条 

から描成されている，そのような開放耕地もいくらか 

蒋在した。 ミッドランズの多くの地域では，共同放牧 

地は1(3世紀までには消滅寸前にまで減少していた。マ 

ナ裁判所乃:至村会力；機能を停止してしまったところも 

'あり，その揚合には，作物の輪作が共同で決宛されて 

1/、た のかどう力、，成いは一体どめようにして決姥され 

たのかというととは，確認することが不可能である_

并同耕地における農業は，有该村落を1レ心とする， 

通常強画なマナ構造を有する社会組織が徐々に発展し 

てきたために，もたらされたものであった。農法とし 

ては,共同耕地における農業は多くの利点を有してい 

た。共同農業は，ぎ ゆ よ う か の 費 用 を  

全共同体に分散化した。地条が散在していたため，収 

獲後の)<IJり株畑や休閑地に放牧された家畜が落した爽 

は》すべての耕作者に利益をもたらした。そして牧草 

地に対する共同権は,すべての者が限定された牧草め 

供絵に与り，耕作に必要な家畜を飼うことを可能にし 

た。輪作方式は共同体成員の合意によって決定された 

から, 怠'隋でf c るか乃至能率の悪い農民も,共同体の一 

般的な慣行に歩調を合わせざるをえなかった。農業の 

水準が，最も〔生! ! 性:)低位な農民によって規定された 

と信すべき理由もまた存在しない。既に述べたように,  

農民は輪作制の梓内で栽培作物を遥択する自出を有 

したので，同時に生産活動が抑圧されるということも 

なかった。共同耕地は,そこで用いられた技術ととも 

に，当時の状況に適した合理的な組纖形態でちった，

供給条件 ( 2 ) :新しい技術

注（4〉 

(5 )

需要の増加に直面して，農民は伝統的な農法と農場 

組織の形態とによって生産を増大させた。農民はまた, 

新技術を試み，彼らの農.場組織を改善し新しい士地 

を開懇した。新しい農法は撒場組織における变化を必 

耍とし荒藤地は新し I 、技術の助けを借りて初めて耕 

作可能となったため，それぞれが他の諸条件なくして 

は行われ得ないことがしぱしばであった。

イングラソド低地地方の重士壤のもとでは，利用し 

うる放牧地の面積を増加することが最も繁耍な課題で 

あつた。耕地力、ら放牧地への褒場の大規模な転換を別 

とすれば，草地を拡張する最も効巢的な方法は，転. 

換農業乃至栽草換替』農•業 ‘ up-and-down’ husbandry 

の技術を導入することであった。 f■穀草換替^襄業に 

おいては， 「すべてが耕地次第であり， 耕地は数ip 間， 

草の生免るにまかせられると，傘き起とされ，鶴くの 

向 耕 作 さ れ る J。士地は通'港7 句iから12年の問草地 

とされ，そのf l5 j,飼育'，醋廣, 肉及び羊;生座のため 

の放牧に利; I jされた。それから士地は繁き起こされ， 

時には最低2 句ぶ、ら 最 高 の 問 ，耕地とされるS 尤 

も，その期間は53リ■-般的には5 年から 7 年間でぁり，

Joan Thirsk, 'The Common F ie ldsPast and Present, 29, Dec, 1964, p, 3. 
Kerridge, op. cit„ p. 181,
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期[n]の長さは士壤の状態に依存して、た。傘き返し後 

の]技初の穀作物はしぱしぱォ一ト麦であり，次いで大 

まと小宏が作付けされた。耕作期問の最後には，自然 

に草の生えるままに放置された。土地は，あまりに長 

期問作物を栽培しつづけることも， 1ギ間にあまりに 

多い回数傘iJi：されることも不可能であった。さもなけ 

れぱ，野生の草の根が損われてしまったからである。

較換農業の主たる利点は，穀作物の生産量を減ずる 

ことなく，伝統的な方法で経営された士地以上に牧草 

を供給したことであった。そこヤ'は農場の約4 分の 3 

カレおに牧草に覆われ，その牧草は恒久的な放牧地の牧 

草よりも質であっすこ。家畜は牧にをむ間に黨と尿， 

を落し，絶えず土壊を肥沃にしたので,やがて耕作さ 

れた時には，恒常的に耕作されている同質土壤から得 

られる2倍の量の作物を産出した。かくして，転換農 

業のもとではi t 地面積はョリ小さかったが，作物の生 

産量は少なくとも现状を維持され，他方家畜は質•量 

共に増大した。大青のごとき産物の供給もまた増加し 

たが，この大青は，はじめて楚き返されて転換農業の 

一環に組み込まれた牧草地に，整 地 作 物 と し て し  

ぱしぱ播種された。

転換農法の利用は1560年 fcjiからミッドランズに普 

及 し 一*世紀後には恐らくこの地域の土地面積の半分 

ほどがこの農法で経常されるまでになった。転換農法 

はまた，以前の运/ R 地にも排水を行った上で 

採用された。こめ農法は森林一牧畜地域やイヴシャム 

溪谷のような恒久的な牧草地贼にも普及したが， 〔そ 

の結果〕後者にお '̂ 、ては牧草地が初めて雄き返された。

更に, -サンバーランドやダラムの低地における

推転藤菜shifting cu ltiva tionの;^法にもとって代った。 

転換農法は，限走されながらも白亜質士壤の地力にさ 

え導入され， しばしば羊®込地による農法にとって代 

った。

1 6 .17世紀における生産量増大のための第二の生た 

る方法は，イングランドの海岸線，河口及び内陸河川 

にぬって横たわる広大な沼沢地，湿地，塩沢地を排  

水し その土地をヨリ生産的に利用U ようとするもの 

であった。収り組まねぱならない問題の性格に応じて， 

さまざまな挑水技術が用、られた。海 水 乃 至 潮 河  

によって土地が水浸しにされるところでは，海水を湾 

にとどめるために防水堤が建設され，地衷の水を排水 

するために情が掘られた。地* 地は，作物を载培しう 

る状德になるまで*羊の放牧及び恐らくは牧草の定植 

によって改良 . れた，沼沢地方のような内陸

地域においては，川や更に海へと注ぎ込む溝やa リ大 

きな水路の網の目から成り， 〔更に〕恐らくは水流を 

速めるために風力揚水機が並談された，ョリ大がかり 

な排水施設工事が必要とされた。これだけの規模のモ 

拓を行うためには多くの費用を要し，〔事実,〕干拓事 

業の最盛期は , 〔農雍物：！価格の上昇によって農場収 

入が増大した16世紀後期から17世紀中葉にかけての 

時期であった。 .

干拓は，必ずしも常に成功を収めたわけではなかっ 

すこ。排水路が不手際にH t®されたり建設されたりしすこ 

ために, 企画はしぱしぱ失放に帰した。また,水がある 

地域から他の地域へと挑水されるにとどまった場☆も 

しばしばであった。干拓地は風による浸触にさらされ 

疑く，或いはもたらされた惟勘物が定期的な洪水によ 

って失われた場合には，生産力を減ずる傾向にあった。 

しかし' J t Tの干拓は，それが成功裡に行われ 

た場合には，その土地の生産力crop*carryittg capacity 

を增大させた。挑水以前には，沼沢地は専ら家畜〔の 

飼 や 漁 菜 ，野鳥捕獲に利用されていた。排水以後 

には，耕地面積が飛躍的に墙大したが，牧畜生産の水 

準は転換農法の利用によって維持され得たのである。

干拓の逆の方法として，牧草地の灌概が行われた。 

この技術は，晚秋に河川を壞止め，隣接牧草地を灌慨 

するために，水を弓I く水路を掘ることを内容とする'も 

のであった。灌概水は泥を沈積させ，土地を霜から守 

った。 3 月はじめに送水は止められ，灌概によって早 

く成長した牧草に羊が放牧される以前に，牧草地は数 

日間乾操された。それから，千草の収獲に備えて牧草 

地は]Tぶび灌概され，灌概を綴り返すことによって2 ，

3 度の収獲が可能でfcった。晩夏になると，牧草地は 

酷農用家奄のための重耍な放牧地となり，11月ヒにな 

って以上の農業周期がぼび〔新たに〕開始された。灌 

服は，16世紀末にはシュロップシヤ，ヘレフォードシ 

ャ及びサマーセットの溪谷で行われていたが，その後 

の50 ~ eo^plMjに十分に確立した。灌概は，白亚質の丘 

陵を流下し牧草地に白亜質の沈激物を沈独させる水 

流によって潤された低地に，特に適していた。灌概の 

t i的は飼料の供給を墙加することでり，とりわけ早 

韻の飼料欠乏期における供給を增加することであった。

転換農菜，干拓，灌i t 牧草地〔という3 つの技術〕 

はすべて，主として土地の家畜飼育能力を増大するこ 

とによって農場生産を湖加させる方法として，16世紀 

後期から17世紀後期にかけての時期にfe •也に4 入さ 

た技術ホ新であった。主として17世ね中集以降.，航斜
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地の軽士壤にヨリ適した新しい作物の導入もまた行わ 

れた。 i 6世紀には，人参及び難は菜園の作物として軟 

培されて、たが，n ii i-紀中葉のサフォーク高地地帯で 

は畑作物として栽培された。それ以降，軽土壤で 

は従来全く休閑していたのに代って，熊の栽培が着実 

に普及したが，蘇の栽培は重土壤乃至非常に段い土壤 

では不可能であり，そのような場所では19世紀に入っ 

てもなお休!>1̂か-f jわれていた。 レギュ一 ム legumes及 

ひイカマメ s a in fo in ,フイ . グラス ryegrass, クロー 

バー， しろつめくさtre fo il,. むらさきうまごやし1ル 

cerneといった改_1 ミされた牧草もまた， 1ア世紀中葉以 

降ヨリ軽、士壤に広沉に導入された。尤も,これらの 

なかには，16世紀の農民に既に知られていたものもあ 

った。これらの牧草は，或いは堪なる休閑にとって代 

わり，或いは豆額や穀物の代わりに，乃至はそれらと 

共に，植え力けられた。17世紀後半には，これらの牧 

草はまた，転換農業制 —度に組み入れられ，f t 地の牧 

草地への転換に際しては，従来の野生の草に代って芝 

草が植えられた。

新し、、作物は，直接的にはレギュームの窓素固楚能 

力 nytrogen-flxing a b ilityによって，問接的には家ま 

を飼育するために消費しうる飼料 fodder and forage 

の量を増加することによって， 〔それぞれ〕軽土壊の 

産力を改善した。軽士壊は溪谷の'重士壤よりも耕 

作費用が安くすみ，1 7世紀後期及び1 8 世紀前期にお 

け る 〔殺物〕価格の下落という条件のもとでは，穀物 

生産において決定的に優位な地位にあった。以上の結 

鬼，IT(士雄の地域では敷物生産が減少したにも拘らず， 

1660ギ以降軽士壤の地域では戯物生産‘が箸しく増加し 

た。根菜数I レギューム，牧草は，その導入費用が相 

対的に-家く，従って穀物価格の低下にも拘らず，これ 

らの作物の栽培が広く普及していった。これらの作物 

は，羊のためのヨリ栄養豊富な多量の飼料を農民に供 

給し，飼商者はその需要が上界しつつあるヨリ多量で 

M質の向をもたらす家畜の飼育に，广眉多くの注意を 

私うことができるという利点をも:{オしていた。 18世紀 

前朋以前には，家畜の贺が相当に改]_ぇされたという証

抛は殆どない力’、，ネIJ用しうる飼料の量が増加したため, 

逸かに多くの家畜頭数を飼青することが可能でった。

以上のような新し、技術は， どの程度まで熟-及 した 

のでもろうか？ 新しい廣法ぱかりに0 を菊われて， 

当時そうであった以上に新しい傻法のIfi耍性を誇張す 

ることは明らかに危険なことであり, 以上のような叙 

述を行っただけでもそのIE耍性を誇張したことになる 

かもしれない。16 ,1 ?世紀には，新しい農法は，交通 

が未発達で社会力；本来的に保守的な国において，旧来 

の信頼されている農法を押し退けて普及しなければな

らなかったのである。 1 7世紀中葉に， オープリ一 

Aubreyは次のように観察している。

【農業において改良を試みるととさえ（それは成 

5̂ ^を収めて収益をもたらしたのであるが）悪意の 

，目で見られ，改良を行わないことは{!}分自身のま

失となったにも拘らず，隣人達は改をとり入れ 
(6 )

ることを潔しとしなかったム

新しい技術の利益力；認められた時でさえ，多くの農 

民は必要とされろ資本費用を調速するだけの余裕 

がなく，また新しレ、技術の多くは特定の士壤と気候に 

のみ適したものであっだ。たとえば，転換農業は比較 

的ffiL、土壤に適した農法であったが，その導入のため 

には多くの費用を要し，18世紀前期までにミッドラン 

ズの低地の僅かに半分の地城で採用されたにすぎず， 

他の地域における普及度は更に低かった。冠水地の千 

拓は更に多くの費用を耍しまた必然的に地理的に限 

定されていた。他方，灌概牧草地はただ単に設定に多 

くの費用を耍したぱかりでなく，高度の技術をも必要 

とした。 〔以上の理山から〕これらの農法の採用は， 

主としてイングランド西部の富裕な士地所有者の所領

に限定されていた。イガマメ，クロ 'その他の

改良牧草や根菜類は，1 7 世紀後期及び1 8世紀前期に 

広机に栽培されたが，それは主として-軽士壊において 

であった。それにも拘らず，新しい農法ははぽ16世紀 

ポ 3 四半期以降，イングラソド農業においてますます

採用されるようになり，前工業化イングランドにおけ 

る農衆生産を拡大するうえでffi耍な役割を振し

a ：(6 )  E ' 1̂ . Jones, ‘ The Condition of English Agriculture. 1500-1640\ Econ. Hist. Rev. 2nd ser., vol. X X L  No 3 
1968, p. 618 .においてリI jijされている。 ，

( 7 ) ヶリツン Df. Kerridge の前掲,セと The Agrarian History of England and Wales, vol. I V , .1500-1640, ed.

Joan Thirsk. 1967.に執统されたジヨアン‘ サースク博-上との間には，生 産 の -や段として， 作の拡张との対’比に

おいて新技術をどの殺他i r m するかという,なにIル て . かなりの和違がみられる。し か し 1500料 ，ら 164(HpまでのII5J

に r農業の様式mode of f a m i n g に? ど変化がみられなかったj というジ^ ーンズ博-上 Dr, Jonesの主艰については

(E* L. Jones, op. cit., p. 6 1 8 ) ,サースク博士の著これを支持していないしヶリジジ博 :！::の著書はIJiJらかに:̂ 5：走し 

ている0 •
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供給条件 (3) :農耕の編成と拡大

新しい農法は，偽場の編成を伸った。この再編成 

はふたつの形態をとった。即ち，圓込みと土地統合と 

がそれである。[ffl込みの主たる目的は，穀作地及び放 

枚地に対する共同権の消減に続いて生ずる権益を確保 

しょうとすることでちった。穀作地がffl込まれた場合 

には，散在した地条をまとまりのある保-有地に配置換 

えすることが通常行われており，それは更に欄や生谊 

でfflまれた。土地統合には，ふたつ乃至それ以上の農 

場を単一•のヨリ大きな単位に合併する場合も含まれて 

いた。これらのふたつの慣行は，通常牧草地面積を塌 

大することを目的としており，また両者共に，穀作地 

の放牧地への転換と転換農業の導入を伴っていた6 

牧草地は，ただ単に家畜の飼ま及び醋農製品の生産 

.にとって重耍でホ) ったぱかりでなく，作物の栽培に緊 

要な肥料〔の供給〕を主たる目的として飼育、され‘た， 

家畜の放牧地としても1E要であった。I 5# 紀後期及び 

16世紀前期における羊毛及び毛織物の輸出質易の增大 

は，放牧地に対する需度を高めた。更に重要なことに 

は，人口の増加が作物に対する需耍一一従って肥料に 

対する需要—— 及び肉と酷農製品に対する需要を増大 

させた。以上の結果として生じた放牧池に対する需要 

の増大は，豊富な放牧地を有する地域においてはなん 

ら問題を生じなかったが，放牧地の不足した地域にお 

いては，既 存 の 業 制 度 を 変 え る こ と に よ っ て  

初めて，家畜頭数を相当に増加させることが可能であ 

った。16世紀の後半に採用されたこの問題についての 

部分的な解決策は，開於耕地の中の地条に牧草地を設 

け，そとに家畜を放つことであったが，生長しつつあ 

る作物のただ中に多数の家畜を棚で110込むこと hurdl- 

ing or tethering-が旧難であるために， との慣行は制 

約されていた。更に徹底した解決策は，耕地を恒久的 

な放牧地に転換すること，乃至転換農業の導入を，

部の地条のみでなく農場全体にわたって行うことであ 

っすこ。 このいずれの方法も，共同権の消M を意味した。

ょる牧草地の利用は彼らの耕地におけ 

る権利に基づくものであったため，餅地の恒久的な放 

牧地への転換は，耕地のみならず牧草池に対する共同 

権にも敏響を与えた。他力,転換農業はまとまりのある 

農場を必耍としテぐから，通'化耕地の統合後に襟入さ 

れた。艇換，業はまた，従来の共同耕地における想期 

問の嘯作に代えて，I 2ぎ乃至それ以上にわたる牧雜ー

穀作の輪作〔方式〕をもたらした。このような長拙問. 

にわたる農業 活動の計画をたてることは，すべ 

ての耕作者による染会によっては，たとえ不可能では 

ないとしても困難’であった。それは，このような耕作 

者の多くが穀草換替農業up-and-down husbandryを德 

入するだけの資本費用をまかない得ない者で：あっ 

たためである。従って転換農菜は，共同耕地における 

裹業とは両立しがたいもめでちった。

囲込みと土地統合とは，数世紀にわたって行われた。 

16世紀の初頭までには，共同■地はイングランド西部 

及び柬部の多くの地城で既に消減しており，或いはた 

だ散在的に残存するのみでfcった。1500年時点で共同 

耕地における梟業が行われていた主要な地域はミッド 

ラソド平野であり，16 ,17世紀の込みによって最大 ' 

の影響を蒙ったのもこの地城であったが，それはただ 

単に他のいかなる地域よりも共同耕地が多かったため 

ぱかりではなく，幾場の再編成によって生ずる経済的 

利益が最大でちったことにも基づ '̂ 、ていた。というの 

は, 土地の大部分が，転換農業制度のもとでの農業経 

営乃至恒久的な放牧地に適していたからであろ。 ミッ 

ドランズにおける回込みは，既に不足していたにも拘 

らず，贫民の大部分がその生計を依存して、、た共同地 

の喪失を惹き起したため，16世紀には多くの反対運励 

を誘発した。更に牧畜農業への土地利用の転換は，ィ 

ングランドの穀物供給に対する不安を増大せしめた。

囲込みが土地統合と並行して行われた場合には，それ 

は人口の減少をもたら'し，土地を収银された者は，士. 

地をもたない，鼓困化した，不満をかかえた人々の数 

を增大させ，これらの者の存在によって国家の保全が 

脅された。[ZH込みや土地統合に対する不安の大部分は， 

161LIJ己に土地而積の約10分の 1 が因1込まれたレスタ一 

シャのような諸州における状況から生じたものでっ 

た。17世紀には更にヨリ大きな面積部分がM込まれた 

力' ; , 農業を産に対するiffl込みの利益が徐々に認識され 

るに従い，M込みに反対する叫びは消減していった， 

それ自体としては，IH1込みは耕作地域の生産〔力〕 

をなんら湖大させなかった。Iffl込みは，家畜の.ヨリ良 

い飼靑方法及び:転換農業の穀作ー收草輪作方式と結び 

'^ いた時に，初めてその効果を発揮した。 込みはま 

た，荒艱地乃至殆ど利/！はれることのない土地を一層 

^ 約的に跳作するための手段でもあった。荒燕地が豊 

赏であった地域においては，M込みは殆ど論議を意き 

起さなかったので，耕地がどの殺度まで拡大されため 

力、チど知ることは困難でるぃしかしM込みの結果とし

1 1 1 —— •
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て, 泪沢地，森林地，湿地，荒燕地がg リ多くの作物 

と家畜を産するように変えられた。耕作の拡大とョリ 

丧い農法の採用とは，相拂え.て前工業化イングランド 

における農業生産を増大させた。 ’

事築とSSi
以上までにおいては，新技術を確立し農場のW 編成 

を行うために必耍とされる事業及び資本については， 

全くふれるところがなかった。実際，確信をもって言 

い得る,ことは殆どないのである。歴史家は，最近農業 

経営の方法について多くの研究を免中的に行ってきて 

いる力' : , このような知識が強く求められたのは，初期 

の研究者たちが土地保有制度の法的な微細な点の記述 

に専念するこ.とが多かったためである。 しかし，今ま 

でのところでは，前工業化イングラソドの農業部門に 

おける事業と資金源の問題については，殆ど注意が払 

われてきていない。 しかしながら，20111：紀の低開発諸 

国の経験から推しても，農業の発展が農業制度の性格 

によって強く影響されることは明らかである。前:]:業 

化イングラソドにおいては，農業組織は農業発展にと 

ゥて明らかに好適なものであったのであり，また我  々

はこの農業組織にこそ，事業と資本の源束につ、、ての 

手掛りを求めなけれぱならないのである。

近世イングランドにおける大部分の土地は，その所 

有者以外の者によって経営された。土地は王室，教会， 

大世俗領主及びジントリ， 自由保有農乃至ほ作農 

owner-cccupiersによって所有されていた。これらの士 

地を耕作したのは，一‘群の士地保☆者であった。彼ら 

は，その保有の性格，保右地の規模と富の大きさにお 

^、てはそれぞれ著しく與なって、、たが，その士地の占 

おが絶対的なものではないという点では共通性を有し 

ていた。農業社会には，第三の, 〔絶えず〕増大しつつ 

もる階層，即ち農場労働者が存在したが，彼らは殆ど 

乃至は全く土地を有さず，借 地 iS 乃至IT  ィ 

農のために働レ、たのである。

王室及び教会の所-有地而毅は，1 6 ,1 7世紀に減少し 

た。王室は，インプレと所領管理のまずさのために， 

将来の地代収入を银牲にして士地を亮却することを余 

儀なくされた。 ト一ニ '"■•教授 Tawneyによって梭討さ 

れたイングランド各地の2, 500以± のマナのうち，王 

宰領の占める比率は，1561年から 1640 までのIほに

9 .5 % から 2 .0% へと減少した/ } r " ' チィT " ルゲィンS

は，修逝院解敗後，減少した。解敗前には，修道院及

び在璧職者を合わせ 'ると，両者はイングランドの全 

土地所値の恐らく  5 分Q 1 を所有していた。解散後 

には， ト 一ニ一教授の考察したマナのうち僅かに7 %  

力';,教会領 として残存していたに過ぎなかった。マナ 

の数は必ずしも士地の面積乃至収入を正確には反映し 

ないという事実を考慮に入れてさえも，教会がイング 

ランドの地主社会において曾て有していた支配的 

な地位を失ったことは明らかである。

最も重要な士地所有'者は， 1 万"Si— 力 か ら .2 万ュ 

一力一の所領を有する大世俗領主であった。とのグル 

ープによって所有される耕地の比率は，.15世紀後期か 

ら18世紀中葉にかけて, 総耕地面糖の恐らく15乃至 

20%から20 7b至 2 5 % ぺと極めて徐々にではあるが墙 

加した。大領主には，1S.位を有さない数名の土地所有 

者と並んで，腐位を有する贵族の大部分が含まれたが， 

不況期に富を蓄積する家族と没落する家族とが生ず 

るに従、，大領主眉の構成は時期的に大きく変イ匕した。 

修道院の解散後及び16世紀後期と17世紀前期のィン 

フレ期には， 大領主僧の下位にある土地所有者 less 

substantial landownersは，教会領や王室傲，更に場合 

によっては，債務のために破産した貴族の所有地をさ 

えも購入することによって， しぱしぱ大所領を形 

ることが可能であった。この期間には大士地所有者の 

総数は恐らく増加したが， しかし、かなる時点をとっ 

てみても，この総数が2, 3 百名を越えることは決して 

なかった。 1 ?世紀後期及び18世紀には，この数は恐 

らく僅かに賊少したが，士地所有の経費の上昇のた 

めに，ヨリ豊かな資力をもつ者に〔その所領を〕売り 

渡すことを杂儀なくされた小土illi所有きが生ずるに 

従い，個々の所領規模は増大した。

州及び教区ジェントリは, 16世紀にはイングランド 

の総面積の恐らく 30 7'f至 4 0 % を所有していた。彼ら 

の所有地の比率は， 17世紀の中葉までに約50% にま 

で増加した力；，その後 g i fび〕減少した。その数は算定 

し難いが，1700年までには恐らく1 万人から2 万人の 

ジェントリ土地所ま者が存在したと思われる。市民取 

命前には，富裕なジェソトルマンは教全及び王室から 

土地を聰入することが可能であり，彼らのうちの或る 

激は大領主僧へと上界していった。このジュントリ層 

未端にはヨーマンと呼ばれる農] ; yeoman farmerが 

蒋 在 し 注 意 深 、経営によって，彼らはしぱしぱジX 

ントルマンとして也活するに十分なだけの士地を镇積 

することができた。地位と當とを熱望し成功を収めた 

商人もますこ, 地方に所傲をji)を入することによってこの
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グループに加わった。他ガ，17世紀後期には，土地所 

オJ-の経費の上昇のため， ヨリ小さなジェントリの中に 

は大土地所有;&乃至富裕な商人に所領を売却すること 

を余( iなくされた者もあった。

保有農の諸階層に眼を転ずると, まず考慮され 

ねぱならないのは，自由保有農という，暖昧さに満ち 

たjn語である。自由土地保有は，中世においてさまざ 

まな種類の慣習的な士地保有に付随していた謙属的な 

地位から n i l由な』，i 地保有の類型であった。 ほrtl 

保有摄は，国主乃至マナ領主から赋与された土地を保 

有しさまざまな形態の地代の支払いを義務づけられ 

て 、たが，それはしぱしぱ全く名0 的なものであった。 

自111保有地は相続可能であり，普通法が適用され得た。 

従って，自由保有農は，勿論彼らがその土地を又i晋人 

sub-tenantsに賞货しない場合に限ってのことである力、， 

事実上の自作農でった。招統可能な膽本保有地を有 

する土i l 保如農と共に，自由保有農はしばしば， ヨー 

マンという变则的な肩書きで知られていた。

自由保有農は，イングランド西部よりも束部にヨリ 

多数存在したが，その数はマナによって大きく相違し 

て1/、すこ。 グレゴ.リー . キンダによると，17世紀末には 

14万から 18万の自由保有農が存在したが，彼は隋本 

保有農の上層をも含めてこの数値を算出した。もし 

由保有と相続可能な購本保有との間の相違を無視して， 

自作農について考察するならば，彼らは，16 ,17世紀 

には恐らく耕地の20% から 25% を占有していた。 

1650ギ以前にインフレが王室及び数名の世俗領主に土 

地の売却を金儀なくするに伴、，自作農所有地の比率 

は増大した。自出保有農がその農場生産物に対して受 

取る価格はますます上昇しつつあったのに对しその 

士地へのま出は固定化されていたため，この期間は自 

山保有農の繁栄の時期であった。しかし，1650年以降 

には，この状況が逆転した。租税と賞銀の上昇に伴っ 

て，経費が増大しつつあったのに対し，穀物価格は長 

期的に低下した。自作農は，その数においてもまたそ 

の保(所)有地面愤においても，徐々にではあるが持続 

的に減少していった。彼らの保有地の規模は，著しく 

桃違していた。イースト，アングリアの—部では，多 

くの保有地が非常に小規模であったので，その保有者 

しての工業生産に依存するか，或いは大規模 

経営農民の労働者として働くかした。 g リ富裕な自作 

農は， 16世紀には30 エーカーから100ユ…カーの媒 

摸の農堤を有していた。1750；̂̂までに，約 150ユー力

一の保イザ地を-有する111作農は極く少数となった。大部 

分の者は，僅かにその3 分の 1 乃至5分の 1 の親模の 

農場を-イすするにすぎなかった。

16世紀の農場の大部分は，惯晋的土地保有として保 

有され，そのうち最もffi要なものは膀本保有であった。 

これらの土地保有の条件は,マナの慣習によって決 

されてマナ裁判所の登録薄に記入され，その腊本が士 

地保有農によって保管された。その性格は慣習法によ 

って左右されたから，勝を土地保有の内容は地域によ 

ってさまざまでありえた。最も安ぜした腊本保有地は 

相続が可能であり，ギュ7i i r 代 も 新 料 —— 即ち， 

腊本保有としての新規登録に際して支払うべき雄額 

—— も共に[1定されていた。この種の勝本保有地は， 

経済的には自由土地保有から識別することが不可能で 

あった。いかなる変更もマナ栽制所のヌモ認を必要とし 

すことはいえ，他の諸種の相続可能な腾本保有地に課さ 

れた更新料は非固定的であった。特にィングラソド®  

部において，まろヨリ一般的であったのは，一世代乃 

至数世代のlit本保有地であった。これらは通常三世代 

の保有地であったが， これとは保有期問を異にすろ 

^ ィ' シも広く行われていた。年地代は通常画定され 

ていたが，更新料は恣意的なものであり，それがマナ 

の慣習によって制約されることはなかった。慣習保有 

農の一部は腊本を所有していなかったが，その保-有権 

はなお慣習法に基づいていた。

16,17世紀には，保 有 状 況 に 重 要 な 諾 变 化 か  

生じた。1650年以前に物価力' 界するに得:い,，領おは- 

更新料及び類似の支払、、を増加させることに，明らか 

に関心を示した。ウイリアム，ハリソンW i】liam Har- 

risonは， 16世紀後期にお訓染の苦情を-mらして,次 

のように述べている。.

r購本保有農は， 日々〔領主の〕田逝を蒙っている。 

領主は，哀れな農民を殆ど文字通りの錄屈と贫困 

の状態に置こうとして，〔保有期問を〕いかにして 

ますます短縮するかについて， 日々新しい方法を 

案出すろと同時に旧来のあらゆる方法を維持し， 

また農民の更新料を2 倍 〔にし〕，3倍にし，時に 

は 7 倍にも引き上げている……J。

数世代の購本保お農は，その更新料が冗変的であつ 

たため，この種の庄迫を最も蒙った。しかしながら， 

領主とその3y|保農の相冗の同意に基づいて， 〔土 

地保右農の地位を〕改善するような〔契約の〕改■も 

しぱしば行われた。 そして， ハリソンもまた，「もし

J主（8) Tudor Economic Documents, ed. R. H. Tawnoy and E. Power, 1924, III, p. 71.
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〔廣ばが：！新し、、保:{；}■契約を結ぶ purchase a new iease 

ための〔资金となるべき〕 6 , 7 年分の地代を滞納し 

ていなI*、ならぱ，農民の収益はその保有期問の終りbJi 

になっても殆ど変化しないJ と考えて，更新料の増加 

にも拘らず， を民は16世紀の初期よひもヨリ富裕であ 

ると記した。 ‘

; 6 , 17世紀には，期問を数年間に限定され，慣習的 

土地保布下の名0 地代に代えて経済地代を納めるliT"' 

期借地の利用も増加した。16世紀に物価力;上界す 

るにつれて，農場收入の増加の分け前に与るためには, 

ヨリ周矩的な偶習的土地保有の代わりに柔軟性に常ん 

だ定期の賃贷を行うこと力’、，領主の利益となった。膽 

本士地保：有が崩れて、くに伴い，1 地 保 - し ぱ し  

ぱ定期借地を受け入れるように説得され得た。惯習保 

お農とのヴ•■諭もまた，領主が慣習的土地保有を定期借 

地に変えることによって，慣習的土地保有にまつわる 

紛糾を整理する機会をえた。そして，.領主は慣習保 

お農が惯習法及び普通さの下で享受した保護を考慮に 

入れなけれぱならなかったものの， しぱしぱ〔彼らを〕 

追い立て〔るという手段に訴え〕た。ほ由保有廣及び 

膀本保有農自身も，その保お地を一定期問义焚しする 

ことによって，走期借地の増加に寄与するところがあ 

った。

その保有形態がいかなるものであれ，前工業化 

イングラソドにおける大部分の農場は，今日の基準か 

らすれぱ小規模なものでもった。言うまでもなく，地 

域によっ, て大きな相違がみられた。 16世紀末のミッ 

ドランズの共同耕地〔農業〕地域では，農場規模は平 

均して約40乃至50ユーカーであっ た。ノー サンバ一  

ラソドでは，土地保右農のi i 場の40% は 30エーカー 

から40エ一力一の広さであった。イースト.アングリ 

ァの森林一牧畜農業地域では，多くの農場が10ュ一力 

…以下の思模であった。尤も，隣接する牧竿ー敷作農 

業地域では， ヨリ大きな保有地が一般的であった。少 

なくとも穀物栽ぜf地域においては，農場は徐々に據大 

する断l<’，Jにホンった. そしていくつかの原因が，この傾 

向をi])yiiした。[Til込みと土池統合は，親模の経済の利 

益を草受するヨリ大きな生0 :単位を创出した。m  

は，大;!M摸廣場力;所飼箱现の仕事を脚略化したため， 

小规換農場よりも大媒役農場を飲迎し，18世紀前湖ま 

'でには，地主は大规換農場にふさ;b し い 借 地 を 見  

つけることにfti当の注意を払っていた。他力，人 t:l増 

加が(Tイ/地のW分割を促し，小躲模與場を大躲換農場 

に統合することや，その大说摸農場を货借しうる

農を見つけることは，必ずしも容おなことではなかっ 

た。それに加えて，市場向菜栽培の如き，或る極の 

農梁は，小保有地に適しており，それを存続せしめる

向に作用した。1830：̂|-:に至っても，イングランドの 

借地農の農場の3 分の 2 は 100エー力一以下の規模で 

あった。

前工業化ィングラソドにおいて借地農の農場が広饥 

なffi要性を有していたものとすると，地 :3ぷ借まt i廣と 

の間の関係は， 業の発展にとって決定的なものであ 

った。このことは, [fj作農の贯献が®要なものではな 

かったということを言おうとしているのではない。16, 

17世紀には， {!]作農は十分な収益を享受し，そのうち 

幾分かを自己の農場の発展のために使用した。たとえ 

ば， 世紀後平にレスターシャで行われた囲込みの約 

6 分の 1 は， 1̂1作農によって着手されたものであっすこ。 

しかし，地主によって，その借地廣とiuaこ達成された 

発展と比較すると， iH作農の貢献は3 リ小さなもので 

あった。農業の改良:を推進するうえで地主が衆した役 

割については， 〔なお〕徹底的な研究が必要I とされて 

V、るゼ、，我々は地主がふたつの仕方でその影響を及ぼ 

しているのを，明瞭に見ることができる。第一に，地 

主は， iifl込み，転換農菜ゃ灌概牧^̂ ^地の導入，及び干 

拓などの改良に融資した。 IZH込みは，大士地所有きよ 

りもヨリ多くその所領からの収入に依存しているジェ 

ントリによって，恐らくはとして若手されたが，大 

土地所有者は大きな資本支出を必要とする沼沢地の执； 

水?}f業の如き計画に，緊密に參画していた。それ以前 

ではないにしても, 17世紀後期までには，地主は農場 

に俠用される旧定资本，及び時には経§ 資 ホの一部 

の供給の，非常に.大きな部分をも担っていたものと思 

われる。地がらすすんで殷場の建物の維持.建て 

直しを行、，地租を支払、，地代の滞納を認めさえし 

たことは，重土壤地域の蔵作農民が，17世紀後期 

及び18世紀前期の穀物価格の下落によってもたらされ 

たfJi難を乗り切るのを助力する，：®:要な方途であった。

第二に，地主は定期賃贷を推し進めることによって， 

農法に燃# を与えた。1650年以前に，地Zじがその惯習 

保有農に対して，物価の上界に相あしな、固定額のギ 

地代の支払いを認めていた服りでは，耕作方法を変更 

するようi i 民に対して庄カカリJI1えられることm h どすS： 

かった。’ しかし多くの地主がDj'f实〕そうしたように， 

地生が地代を弓Iき上げることによってその収入を:ff/大 

させ，慣習め土地保有に代えて定期借地を導入したと 

ころでは，借地農はヨリ商い地代額を支払うために，
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可能且つ最も効率的な方法で農業経営を行うことを余 

係なくされた。勿論，地代がfcまりに高水準に引き上 

げられるか，或いは定期借地の条件があまりに不安足 

であるかして，そのため借地農が自らが行った改良の 

利益を享受しえなかった場合には，進歩的な農業は阻 

止されて促進されなかったので，定期借地期間〔の長 

さ〕力';非常に重要であった。17世紀前期には，定期借 

地証書の中に農法を規制する条項を書き込む地主もあ 

り,1 7 世紀末までにはこの惯行が広く普及した。

1700ギまでには，

r……マナ構造の少なくとも骨格〔だけ〕はなお 

残存しており，異なる諸条件フランスにおい 

て，長期にわたって行き渡っていたような一一の 

もとでは，従属民は領主の支配権の死手によって 

悩まされ，重荷を課されていたものと思われる。 

しかしこの〔マナ構造の〕骨格は，既に新しい生 

命の血肉によって被われていた。この新しい生命 

とは-企- 業と利潤の生命であり，これとは対照 

的に，恐らくはなお借地農から捧取されていた旧 

い斜/ ’ f c 収 入 は ，極く僅かなものと感じられ
( 9 )

たに相違ないJ。

この変化の原因は不明であるが，その帰結は重要で 

あった。この変化は，イングランドにおいては，収入 

を得るためにその所顿を十二分に利用しようとしてい 

るが，〔なお〕その収入の一部を農粟改良のために投 

資しようとする意欲を持っ, 地主層を剑出した。この変 

化はまた，M 0 增大のための資金を全く自己の資力 

に依存するという重荷から解放された借地農民層をも 

創出した。この変化を通じて，経济の農業部門が需耍 

の増大に対応しうるための手段が創出されたのである。

成果とその帰結  ，

もし前工業化イングランドの廣業部門が，穀物， 

ぎ ’ i f  ""ft r 及び果物，蔬菜，木材，エ®^原料作物 

のような特産物のを産に従2iけ る 3つの関速部門によ 

って構成されたものと-考えるならば，これら3 部門の 

すべてにおいて発展がみられたことを確認することが 

できゐ。殺物生産は，耕 作 〔而積〕の拡大と生産力の 

増大の給梁，増加した。第 2 点 〔畜産物の生産〕にっ 

、、ての証拠は不十分であるが，ホスキソズ教授Hoskins 

もケリ、'，ず博士 Kferridgeも，1500ゴ•から1650印.の|1;!|に 

おける生鹿すのかなりの塌加を示唆している。17世紀

後半には，穀作農業の重心がffl土旗の粘土地帯からイ 

ングランド低地地方のilJi斜地の:軽士壊地許?へと移励し 

たが，これはこの糖の土雄に根菜類と改良牧草が港入 

されたことによって可能となったものであった。小爱 

も， 18世紀前期までには明らかにその相対的な重耍性 

を増したが，これは穀物価格の全般的な下落の結梁， 

市場で最も高値を呼んでと、る敷物の柴中的な生鹿へと 

農民が促されたためであった。

しかし，1500年から 1750年の問にぉける穀物生産 

の顕著な特色は，牧畜農業と比較してそれが相対的に 

減退したことであった。16世紀前半には，〔羊毛の〕輸 

出資易から生じた需要のために，生度諸要素の羊毛生 

産への移動が恐らく促進され'た。 16世紀後ギ及び17 

世紀の初期には, 人ロの増加によって，この毅物生産と 

羊毛生産との間のバランスはW び恐らく穀物生産の増’ 

加の方向に戻った。 しかしそのために牧畜農衆が減 

退するということはなかった。なぜならば， 醋農 

製品，工業用原材料に対する需要が増加し続ける一方, 

敷物生産量はナr だ肥料の供給を増加するだけで増すこ 

とが可能でfcったからである。長期的な穀物価格が上 

界することをやめ，やがて下落し，ま た 畜 産 物 に  

対する需要がますます増大するに件って, 17世紀中葉 

以降，牧畜生産への傾斜が強まった。

需給雨側面に影響が及んだことによって，特産物商‘ 

品の生産の墙大が刺激された。邵市化が市場向菜園， 

果樹園，千草用收草栽培地の設走を促進し，一力，エ 

菜の発展は造林と織物工業のための染色及び仕上げ用 

原材料の栽培を刺激した。供給面にぉいては，転換廣 

業の普及が諸種の工業用原料作物，特に大青の栽培を 

増加させた。更に一*般的には，人口増加の結染として， 

V、くっかの地域で保有地が細分化されたため，需耍が 

ますます増大しっっfcった労働銀約的な作物の生度に 

使用されるのでない限り，経済的に成り立ち得ないは 

ど小親摸な農場が剑出された。

農業の発展にせよ，成いは経済変化の度仓— 般にせ 

よ，ともカぺも数量的な基準が欠如しているため，前 

工業化,イングランドにぉける農業発展の経済的な谊耍 

性を計'り知ることは困難となっている。最も明らかな 

ことには，農業生速の発腰は，この期問に倍増した人 

ロの食料及び原材料需要を満たした。もし農業生産が 

増大してk、なかったならば，この人ロ増加は限定され 

たか 一 一 ■事ま， 1630年代乃至1640ィおたまでには，廣 

業の発展が不十分であったために人ロ増加が阻止され

ま ハ ） D. Ogg, England in the Reigns of James II and W illiam  in, 1955, pp. 69-70.
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た 〔ことを示す〕いくつかのIE拠がある一 一 或いは， 

西ヨーロッパからの供給の碗保が可能であっすことした 

場合，☆料の輪入の增加に依存することになっていた 

であろう。このような条件のもと‘では，17世紀後期以 

前には常にM字と赤字の間の均衡が幾分微妙に保たれ 

ていた贸易収支が，実際にそうであったよりも輸入屈 

過となり，その結鬼金銀が海外に流出してデフレの状 

m となり，恐らく経済活動の水準をぼ迫しても、たであ 

ろう。しかし実際には，未だ曾て穀物の輸入が必要と 

されたことはなく，18世紀の前期までにはまさにこの 

遵業が輪出による収入をもたらした。

ただ-fjiに人口が増加しただけではなかった。吏に重 

要なことには，非戲業人口の比率がますます増大した 

のである。〔尤も，その比率の〕計測は不可能であり， 

また産業本命の前夜においてはイングランド人の大部 

分がなお主として農'業 .プk  ^に従事していたとい 

うこと力’、，常に銘記されなければならない。 しかし， 

都市の発展と工業化という事卖は， 疑いもなく農業 

〔に従事する;]労働力の比率の減少を指し示すものであ 

り，このことは，.農業の生産性の璃大によって初めて 

可能となったのである。 農業からの人口の流出は， 

1650すニ以前には货銀労働者の消費水準の低下を件った。 

これは，主として農業生産性が十分に上昇しなかった 

ためであるザ、、 しかし恐らくは lil:市への食料の運搬 

費用が高いことによって稍illをかけられていた。もし 

濃菜生産性の僧加がヨリ大であったならば,食物価格 

はヨリ低いものとなり，工業製品に対するヨリ大きな 

有' ; 需期が存在したであろう。1650年以降には， 農 

業 生 座 力が需要の墙加を上回って増大し赤農業 

部門における雇傭の持続的な増加は消費水準の上界を 

伸った。

農業から〔他の部門に向けて〕の，その他の生産要 

素の提供について確認することは，更に困難である。 

特に都圈においては，なにがしかの土地が翅設のた 

めに利川され，また他の地域においては，都ホと工業 

の発展は僅かに農地に及んだ。 しかし農業が荒照地 

及び共同地にまで拡大して常まれたことは，そのよう 

な農地に対する浸独を補って金りあるものであった。

资本にIM)する限りでは，多诵の商業的富が:t 地のj蔣入

にあてられたという?jfaJHにも抑らず，農業部門は他の
ネット，プ【，ヴアイグー

経济部r jに対する資木の全くの捉供あであった。1650

ゴI:以前のィンソレ期には，非 産 物 fiDi格と比胶して農 

鹿物肺格が和対的にS リ大きく上昇して，所得の配分 

を農民及び地1  てにとって-イす利に変化させ， かくして

地主的な富の商工業への投資を侃進した。1650年以降 

の，伽格'条件の興なる時期においてさえも，農業収入 

は農業部門における資本形成を] し，他の経済部 

門における投資評匪への{iS' 養トを行うに恐らく十分 

であった。たとえば，タン皮，獸皮の如きあまり'重要 

とは言えない副産物の販売でさえも，18世紀前期には， 

合評すると年に75ガ；̂1ンド以上にものぱった。そして， 

これらはその生座費用力t木材，肉や羊毛とレ、ったせ産 

物の生産〔過程〕の中に含まれていたので，生産のた 

めの経费を事実上全く必要としなかった。どのよきな 

収入が，合f t すると18世紀にはM 込みの総費用を上回 

っていたということは，考えられないことではない。

資本供給に対する農業の貢献についての議論は，農 

業所得及び農産物価格と全般的な経资発展との関連に 

ついて，総体的な問題を提起している。17世紀後期及 

び I 8 世紀前期には， 農業は国民総所得の恐らく 40% 

から50%を生産していた。尤も，〔総労働力>こ占める〕 

濃業労働力の比率は恐らく更に大きかった。少し適っ 

て，16 ,17世紀には，所得と屈俯に対する撒業の貢献 

はヨリ大きなものであったに相違なL、。農業で得られ 

た所得の支出は，明らかに他の経済部門における'活動 

水準に大きな影響を与えた。 たとえば， 1500年から 

1650年の問に地代収入及び農揚収入が増加するに伴い， 

地主と借地農は一様に，住居や家具や消費財一般に对 

するその支出を横大させた。このようにして製造業及 

び輸入貿易は刺激されたのでfcる力';,★物価格の上界 

によってその奨質所得が減少した賞銀労働者のもとで 

の需要の減少が，この刺激に対して逆の作用を及ぱし 

ていたことを考慮に入れなければならない。17世紀後 

期及び18世紀前期には，国民総所得に占める農業〔に 

よって生み出された〕所得の比率は減少したものの， 

〔，業所得は〕相変らず国民所得の最大部分を占めて 

おり，19世紀のかなり遅くまで，経済に大きな影響を 

及ぽし続けた。

17世紀後期及び 1 8世紀前期には，毅物価格が下 

落し，货 銀額が増加するに伴い，これらの変化力 

農業生産性の稱大，緩慢な人 i-i勸加及び労働需要の墙 

大 と 〔いった諸条件〕と協働して，実質赏銀の上界を 

もたら.したことが既に指摘されている。実質货銀の上 

昇は，ふたつの点で重要であった。まず幣一に，货銀 

'労働者は人ロの大きく I I.つますます塘大する部分を占 

めていたため，货銀労働者の|]1̂賀 所 得 の 增 加 は ，

-知何はどのものであっても経济のお効需要りX 準 〔の上 

m に大きく寄与した。第二に，实質所得の増大は，
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旣に前費されている商品の需耍〔量〕の増加のみなら 

ず，需要の多棟化をももたらした。賃銀ジタ働者はヨリ 

赏裕になるにつれて， ヨリ多くの肉や醋農！̂品，ヨリ 

多くのタバコやla:茶や砂糖t \、った輸入品， ヨリ多く 

の良質な工業製品を消費するようになった。

しかしながら，農業の発展は前工業化経済の伝統的

な粋組を突き崩したわけではなかった。1?50年以前に

おいては，農業は依然として最も重要な経済活動であ

ゥたのであり，実際，その後もしばらくの間はそうで

あり続けた。このことは，いかなる理由に基づくので

あろうか。農業における発屁にも拘らず，17世紀末に

はイングラソドはヨーロッバと比較して食料品が高価
(10)

な国であったと信ずべき，いくつかの理由がある。更 

に，1660年以降の食料品価格の下落は一貫したもので 

はなかった。イングランド南部における鉴本的食料品 

の価格は，1740年代には1660年代に較べて25 % も下 

'落したが，〔この間〕1690年代，そして?9び 1710年代 

には不作のために食料品価格が上昇し，1660年 

代に支配的でfcった価格水準にまで達した。従って，

ま 質 所 得 の 增 加 は 重 要 な も の で は あ っ た が ， 

1750年以前においては，経济発展の基本的な契機とな 

るに十分なほど強い需要庄力を生むまでには，恐らく 

至らなかったのである。そしてまた，1750年以前には 

人口も輸出賀おも著しく増大することはなかったので 

あるから，1700年以蹄〔1750年まで〕の経済における 

有効需要の増大は，事庚上そのすべてが国内における 

所得の増加に基づ'/、ていた， ということも忘れてはな 

らない。経済の英質的な変化は，1750ザ.以降，農業生 

産性の墙大と人口の加速度的増加と外国賀易の拡大と 

力'、同時に生起した時に， 〔初めて〕生じたのである。

前工業化イングランドにおける農業の発展は，それ 

III体としては，経済発展に対する强、刺激とはならな 

かづた。现代の経済発展の経験からしても，農業生産 

の発展を基盤として急速に発展する国の事例は殆どな 

く，19世I己のオーストラリアの場合でさえもそうなの 

でfcって，そこでは経済発城は農業の発展よりも寧ろ 

都市化と工業化を通してなされたのでfcる。農業は，

その需要が非彌カ的なものでったため，発れをに対す 

る力強い誘因とはなりえなかった。確かに，肉や醋農 

製品に対する需要は，バンの原料ffl敷物に対する需要 

よりもヨリ弾カ的であった。 しかし人間の☆欲の服 

界は，このような生逆物の消を^̂の增加に对して，カヴ

注(10) F. P. Braudel ailcl F. Spooner, ‘ Prices in Europe 

History of Europe, vo l.IV , ed.IS. E, Rich and C, H.

り決定的な制限をなしていた。原材料に対する需耍は 

恐らくョリ弾力的であったが，しかし:要な原材料で 

あった羊毛は* それほ体緩慢にしか発展しない-毛織物 

業に向けて生産されていたのである。力、くして， m A  

された生産方法が農業に導入されたとしても，それは 

急速な販売増加の可能性へとつながることはなかった。 

また，農菜は他の経済部門との問に強い関連を有して 

いたわけでもなかった。費業は，播種用穀物，飼宵用 

の家畜及び肥料のような自家〔消費用〕原ホ!料の事爽 

上すぺてを給してし、たのであり，.また農業が農業部 

門自体の資本需要を満たし得たことは，既に述べた通 

りである。農業は—— 都市居住者に対する愈料の供給 

という問接的な寄与を別とすれぱ—— 都市の発展に対 

して殆ど貢献するところがなかった。都市は言うまで 

もなく廣産物収弓Iの中心地であったが，前エ樂化イン 

グラソドにお、て最も急速に発展しつつあった都市は, 

外国賈易に大きく依存して発展したロンドン，プリス 

トル， リヴァプールのような港〔湾都市〕でる力、， 

或いは 16世紀及び17世紀前期におけるクースターや， 

17 ,18世紀におけるバーミンガムのような工業中心地 

でf c るか，そのいずれかであった。農業の発展は，述 

輸及び交通に対する付加的需要の剑出を促進した。 し 

かし，〔都市の発展に対すると同様〕この部面におい 

ても， 〔農業と並んで〕他の経済活動も経済の下部 

機構ら発速を刺激したのである。一例を举げるならば， 

前工業化イングランドにおける沿岸贸易の〔発展の〕 

最も力強'^、耍因となったものは， ロンドン.ニュー力 

ッスル問の石炭の船積輸送め発展であった。

かくして，前工業化イングランドに生じた農業技術 

及び農業組織のかなり顕著ん発展と，その結跟として 

の7費業生産量の増加は，1750年以前においては経済を 

変化せしめなかった。その代りに，農業部門に生じた 

以上のような発展は，生産耍素を徐々に商，工業に移 

すことによって，また貧銀労働者及び撰梁外き菜から 

収入を得る者の有効需要を適庇に増大せしめることに 

よって，またホ場経済の発展をto!進することによって， 

18世紀後期の産業命への道を準備したのである。 

1750年までには，経济に対する農業の制約はだなめられ 

た。 し か し 19世紀までは， この制約は存続した。

大 貫 朝 義 （経济学部助手）

酒 田 利 夫 （火学院济竿6/f究科博士課程）

from 1450 to 1750 ’，ch. VII of The Cambridge Economic 

Wilson, 1967, pp. 399-400, 473 を参照。
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